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象」の解明に大 きく寄与するものと期待 される.氷 床
ドーム深層掘削観測では,夏 期の2回 の ドームF旅 行
の他,冬 明けの中継点旅行が計画されている.こ うした
輸送 ・観測旅行によって,内 陸基地建物を含め,総 重量
約110トンの物資が ドーム頂上へ輸送される.物資輸送
が順調に進むと36次を迎える時には基地建物,深 層掘削







本 吉 洋 一
上 記 シ ンポ ジ ウ ム は.平 成5年10月21日,22日 の2日
間 に わ た り,当 研 究 所 講 堂 お よ び講 義 室 に おい て 開催 さ
れ た.の べ 参 加 人 数 は84名,発 表 件 数 は48件,す べ
て オ ー ラ ルセ ッシ ョ ンで あ った.発 表 論 文 は次 の8セ ッ
シ ョ ンに分 け ら れ,そ れ ぞ れ の 発 表 に対 し,活 発 な討 論
が 行 わ れ た.
1.地 形 学(5件)
ll.海底 の 地 球 科 学(3件)
m.エ ンダ ー ビ ー ラ ン ドの 地 質 学(5件)
W.地 質 と岩 石(1)(6件)
V.固 体 地 球 物 理 学(8件)
M.地 質 と岩 石(H>(8件)
W.ゴ ン ドワナ(7件)
珊.HoloceneEnvironmentalChanges　(6件)
な お,タ ス マ ニ ア 大 学 のA.　McMinn博士 か ら,
"Holocene　high　resolution　palaeoclimate　records　from
the　Vestfold　Hi|ls"とい う題 目で 特 別 講 演 が あ った.
今 回 の シ ンポ ジ ウム の特 色 と して,第33次 か ら始 まっ
た 第W期5か 年 計画 の主 要 な観 測 項 目で あ る 昭和 基 地 で
の絶 体重 力 測 定 とプ リ ンス オ ラ フ 海岸 一 リュ ツ ォ ・ホ ル
ム湾 沿岸 で の地 質 ・地 形 学 的 精 査 の予 察 的 な成 果 が 発 表
さ れ た こ とが 挙 げ られ る.
絶 体:重力 測 定 に関 して は,33次隊 の国 土 地 理 院 型 と34
次 隊 の国 立 天 文 台 水 沢2号 機 に よ る最 終 結 果 が,国 内 で
の 比 較 測 定 と種 々の 補 正 項 の つ き合 わせ を行 った 結 果 ,
50　FGal以内 の 偏 差 に落 ち着 く こ とが わ か っ た.ま た,
















じられた.一 方で,精 度の良いデータを得 るための調










委員会 ・下関市教育委員会)を 開催 した.
会場には,小 中学生,一 般市民など約250名が集 まり
渡邉教授の 「南極の自然と観測隊」と題 した,南 極大陸
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の 自然,越 冬 隊Uの 観 測 活動.オ ー ロ ラの 発 生現 象,ア
ザ ラ シや ペ ンギ ンの 生態,南 極 氷床 ドー ム 深層 掘 削 計111ii,
環境 問 題 な どにつ い て の約1時 間30分の講 演 を熱 心 に 開
きい って い た.
また.講 演 後 の 質 問で は過 去 の 気候 変 動 につ い て,オ
ゾンホールの発生原因,環境問題,南 極地域観測の今後
の展望についてなどW弓的な質問があ り,f'定の時間を
超過 したが,渡 邉教授の適切な説明により終了 した,















レーション中の各隊員の様 ∫・をスライ ドで披露 した.
記念写真 を撮影後閉会となった.
観測隊だより
8月 は 天 候 の 最 も厳 しい 月で,今 次 も6[iilのブ リザ ー
ドが基 地 を 襲 来 した.中 で も8月 と して は,最 大 瞬 間 風
速51m/秒 と過 去2位 の 強 さ を 記録 した,3ilの ブ リ
ザ ー ドは 基 地 の 各所 に 被害 を もた ら した.ま た 気 温 も低● い 日が 多 く,31日に は8月 の過 去 最 低 の 一42.2℃を記
録 した.
8月 の 最 大 の オ ペ レ ー シnン は,3台 の 大 型 雪.ヒ車 で
ドーム 観 測 拠 点へ の 中継 拠 点 へ.ド ーム 観 測 拠 点 の 建 設
資 材 や 燃 料 を デ ポす る 片 道550kmの内 陸 旅行 で あ っ た.
15日に 出 発 した 旅 行 隊 は,-60°Cに も なる,春 に は ま
だ 遠 い 大 陸 を凍傷 と戦 いな が ら無 事 走 破 し,9月20日 に
昭 和 基 地 に 帰 着 した.こ の 成 功 に よ り,10A下 旬 に 出 発
す る ドー ム 旅 行 隊が 観 測 拠 点 の 建 物 の ・部 の 建 設 な どの
作 業 をす る め どが 、ン1った.
9月 に 入 り.日 照 時 間が 増 え 日差 しも強 くな り,気 温
は 低 い もの の 南極 に も春が 来た の を実 感 で きる よ う にな
り,航 空 機 に よ る観 測 や雪 上 車 に よ る沿 岸 の 調 査 な どが
活 発 に お こ な わ れ た.航 空 機 で の 動 物 調 査 で は リー セ
ル ・ラ ルセ ンの ル ッカ リー に約1万 羽 の コ ウテ イペ ンギ
ンを確 認 した.ま た沿 岸 で は 生 物.地 形,海 底 地 形 な ど
の調 査 を 行 った.
基 地 内 で もア イス ラ ン ドとの オー ロ ラ現 象 の 共 役 点 観
測,超 伝i,4・F.力観測 な ど が1順調 に 進 ん だ.
こ れ か ら夏 に 向 か うに した が って,35次 隊 を受 け入 れ
る作 業 な ど忙 し さが増 す 季節 に な る,
レ来訪者く
平 成5年4月18日 ～4月23日 　 Prof.　KELLEY,　J.　(ア
ラ ス カ 大 学 教 授)
4月18日 ～4月24日 　 Prof、　HUANG,　 S.L、　 (ア ラ ス カ 大
学 教 授)
4月19日 ～4月24日 　 Dr.　UEDA ,　H.T.　(米国 陸 軍 寒 地
1:学研 究 所 研 究 員)
Prof.　KUIVINEN,　K.　(ネ ブ ラ ス カ 大 学 リ ン カ ー
ン 分 校 教 授)
Prol.　HANSEN,　B.L.　(同 名 誉 教 授)
Mr.　WUMKES,　 M.　(ア ラ ス カ 大 学 研 究 員)
4月19日 ～4月25日 　 Mr.　KOCI,　B.　(ア ラ ス カ 大 学 研
究 則
3'一 一一'一
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Mr.　STANFORD,　K.　(同研 究 員)
4月19日一4月26日 　 Mr.　AUGUSTINE,　L.　(フラ ン ス
国 立 科 学 研 究 セ ン タ ー氷 河 地 球 物 理 研 究 所 研 究
員)
4月19日～4月27日 　 Dr.　HANCOCK,　W.　(ネブラ ス カ
大 学研 究 員)
Dr,　MORGAN,　V.　(オー ス ト ラ リ ア南 極 局 研 究
員)
Mr.　MAKINSON,　K.　(英国 南 極 局 研 究 員)
4月19日～4月28日 韓 建康　(Prof.　HAN,　Jiankang)
(蘭州 氷 河 練士 研 究 所 教授)
4月19日 ～5月1日 　 Dr.　ZAGORODNOV,　V.　(アラ
ス カ大 学 研 究 員)
4月21日～4月25日　 Prof.　DAS,　D.K.　〔同 助教 授)
6月1日 　 Prof.　HOLTET,　J,　(オス ロ 大学 教授)
6月2日 　 Dr,　LOBBAN,　C.　(グアム 大 学 教fl')
6月3日 　 Dr,　NEEF,　H.　(ドイ ツ 連 邦 共 和 国 大 使 館 一.一
等 参 事 官)
Prof,　AUGSTEIN,　E.　(ア レフ レ ッ ド ・ ウ ェ ゲ
ナ ー極 地 海 洋研 究 所 教授)
研究所出版物
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第35次南極地域観測隊員名簿
○越冬隊 平成5年10月1日現在
担 当 氏 名 生 年 月 日(昭和) 所 属 本 籍 隊 経 験 等
副 隊 長 横 山 宏太郎 22.5.21 農林水産技官 主任研究官 新 潟 県 第14次越冬隊
(兼越冬 農林水産省農業環境技術研究所
隊 長)
気 象 稲 川 譲 29.9.7 運輸技官 北 海 道 第25次越冬隊
気象庁観測部
., 山 本 義 勝 33.2.26 運輸技官 東 京 都
気象庁観測部
〃 田 口 雄 二 36.8.25 運輸技官 埼 玉 県
気象庁観測部
り 阿 保 敏 広 36.11.26運輸技官 神奈川県
気象庁観測部
〃 屏 息 修 39.2.5 運輸技官 東 京 都
気象庁観測部
電 離 層 岩 崎 恭 二 38.12.10郵政技官 熊 本 県
郵政省通信総合研究所
宇宙科学部
地球物理 名 和 一 成 42.12.14 文部教官 助手 埼 玉 県
東京大学地震研究所
宙 空 系 小 原 徳 昭 40.1.28 郵政技官 岩 手 県
郵政省通信総合研究所
宇宙科学部
., 脇 野 洋 一 40.11.2 運輸技官 鹿児島県
気象庁地磁気観測所
〃 久保田 実 41.10.7 文部教官 助手 埼 玉 県
東北大学理学部
地 学 系 船 木 實 23.11.8 文部教官 助手
国立極地研究所資料系
秋 田 県 第16次越冬隊
25次夏隊
第30次夏隊
〃 石 川 尚 人 37.1.22 文部教官 助手 長 野 県
京都大学総合人間学部
気水圏系 庄 子 仁 23.11.11文部教官 教授 北 海 道
北見工業大学工学部
〃 齊 藤 隆 志 33.7.5 文部教官 助手 京 都 府
京都大学防災研究所
〃 齊 藤 健 38.4.IO 文部技官 北 海 道
国立極地研究所事業部
(小島建設㈱)
〃 白 岩 孝 行 39.5.9 文部教官 助手 東 京 都
北海道大学低温科学研究所




渡 邉 研太郎 27.7.30 文部教官 助手
国立極地研究所研究系
埼 玉 県 第22次夏隊
第24次越冬隊
〃 佐 藤 欝 彦 32.11.23文部技官 静 岡 県
筑波大学
下 田 臨 海 実験 セ ン ター




(いす"自 動車 ㈱ 〉
り 萩 谷 敬 二 27.6.26 文部技官 埼 玉 県
国立極地研究所事業部
(㈱関電工)
〃 中 川 和 久 31.4.29 文部技官 京 都 府
京都教育大学施設課
り 小 西 勇 二 37.9.28 文部技官 石 川 県
国立極地研究所事業部
(㈱小松製作所)
〃 森 山 功 一 43.3.11 文部技官 新 潟 県
国立極地研究所事業部
(㈱大原鉄工所)
機 械 古 坊 栄 一 43.11.16文部技官 大 阪 府
国立極地研究所事業部
(ヤンマ ー デ ィー ゼ ル㈱)
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担 当 氏 名 生 年 月 日(昭和) 所 属 本 籍 隊 経 験 等
., 伊 東 政 志 39.3.24 郵政技官 北 海 道
郵政省北海道電気通信監理局無線通信部
〃 田 中 敦 40.6.8 文部技官 山 梨 県
国立極地研究所事業部
(日本電信電話㈱)
調 理 小 松 輝 次 32.9.24 文部技官 静 岡 県 第26次越冬隊
国立極地研究所事業部
(㈱東條会館)
〃 松 井 孝 浩 35.2.23 海上保安官 香 川 県
海上保安庁警備救難部
医 療 吉 田 二 教 25.6.8 文部技官 岩 手 県
国立極地研究所事業部
(東京慈恵会医科大学)
十F 大 日方 一 夫 36.5.4 文部技官 長 野 県
国立極地研究所事業部
(新潟大学医学部)
航 空 小谷野 和 幸 17.9.15 文部技官 東 京 都
国立極地研究所事業部
(東邦航空㈱東北支社)
〃 一 木 准 一 郎 43.9.5 文部技官 佐 賀 県
国立極地研究所事業部
(元 長崎航空㈱)
il 今 関 英 樹 40.10.10文部技官 神奈川県
国立極地研究所事業部
(本田航空㈱)
廃 棄 物 坂 本 勝 42.6.18 文部技官 神奈川県
国立極地研究所事業部
(三機工業㈱)
設営一般 吉 澤 健 31.11.3 文部技官 新 潟 県
新潟大学施設部建築課
〃 佐 藤 佳 昭 39.11.7 文部技官 東 京 都
国立極地研究所事業部
(㈱新潟鉄工所)




担 当 氏 名 生 年 月 日(昭和) 所 属 本 籍 隊 経 験 等
隊 長(兼
夏 隊長)
渡 邉 興 亜 14.5.ll 文部教官 教授
国立極地研究所研究系
京 都 府 第11次越冬隊
第15次越冬隊
第29次越冬隊
海洋物理 小 川 明 彦 29.6.15 海上保安官 東 京 都
海上保安庁水路部
海洋化学 岡 野 博 文 41.10.13海上保安官 鹿児島県
海上保安庁水路部
海洋生物 河 地 正 伸 39.1.10 文部教官 助手 鹿児島県
筑波大学生物科学系
測 地 池 田 尚 懸 31.6.25 建設技官 秋 田 県
建設省国土地理院測地部
気 水 圏 本 堂 武 夫 22.3.5 文部教官 教授 北 海 道
北海道大学低温科学研究所
地 学 系 平 川 一 臣 22.5.10 文部教官 教授 愛 知 県 第28次夏隊北海道大学大学院 第30次夏隊
地球環境科学研究科
〃 土 屋 範 芳 35.12.14文部教官 助手 長 野 県 第31次夏 隊
東北大学工学部
〃 志 村 俊 昭 38.12.12文部教官 助手 岩 手 県
新潟大学大学院
自然科学研究科
生 物 ・ 竹 内 一 郎 35.3.27 文部教官 助手 兵 庫 県
医 学 系 東京大学海洋研究所
大槌臨海研究センター
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担 当 氏 名 生 年 月 日(昭和) 所 属 本 籍 隊 経 験 等
設営一般 小松原 祐 二 22.1.2 文部技官 島 根 県
松江工業高等専門学校
学生課
〃 増 田 光 男 22.10.25文部技官
国立極地研究所事業部





t. 虎 谷 健 二 28.12.24文部教官 教諭 青 森 県
弘前大学教育学部
附属中学校
〃 福 井 均 29.3.19 文部技官 京 都 府
国立極地研究所事業部
(㈱福井)




O外 国共 同 観 測(オ ー ス トラ リア1マ ッコ リー 島基 地)
専門分野 氏 名 生年月日(昭和) 所 属 本 籍 隊経験等







海 洋 生 態 学 加 藤 明 子 43,2.4 国立極地研究所研究系
(文部教官 助手)
千 葉 県 オース トラリア基地
(H4,11～5.3)
○南極条約に基づく交換科学者(派 遣)(オーストラリア:ケ ーシ基地)
専門分野 氏 名 生年月日(昭和) 所 属 本 籍 隊経験等
雪 氷 学 束 信 彦 29.12.12長岡技術科学大学(文部教官 助教授)北 海 道 第30次越冬隊
● ・南極条約・基・・交換科学者(受・)
氏 名 生年月日 所 属 職 研 究 目 的
GeoffreyLodgeFraser　 1968.　10.　3 オース トラリア国立大学地球科学
研究所(大学院学生)
地質学.岩 石学.地 球年代学的研究
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
平 均 気 温(Meantemp.)　(℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Min.temp.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　pressure,　sea　level)　(hPa)
平 均 蒸 気 圧(Mean　vapour　pressure)　(hPa)
平 均 相 対 湿 度(Meanrelativehumidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間平 均(Max,　wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 10・min.mean)　(m/s)
瞬 間 最 大風 速 　(Gust)　(m/s)






























あ り,今 まで高感度テレビカメラなど,光 による観測
が行われてきた.さ て,オ ーロラが光っている場所で
















査する 「掃天型リ才メータ」 を世界に先駆け開発 し,
1985年,昭和基地に設置 した.一 方,米 国メリーラン
ド大学は,49本のアンテナビームにより電波吸収画像
を得る 「イメージングリオメータ」を開発 し,南極点





















ア イスラ ン ドのイ メージ ング リ
オ メ一 夕に より観 測 され た電波
吸収像(下 段)と,同 時 に観測
され た光 によるオーロ ラ像(上
段,黒 い 部分 が発 光域).両 者
の形態,動 きは非常 に よく似 て
いるこ とがわかる.
8
